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京大広報 1997.3 No.511 
【大学の勤き ） 
創立百周年記念行事について
明治3 0 (18 97） 年に創設された本学は， 本年創立百年を迎える。
創立百周年記念式典 ・ シンポジウム委員会では， 創立百周年を記念して行う式典等の行事の企画 ・ 立案を
行：っている。
それぞれの記念行事については， 実行委員会を設け， 具体的な検討を行っているが， 現在決まっている事項
は以下のとおりである。
記 念 行 事 日開 ｛健 時
等
記 念 式 典 日 時
会 場
平成9 年11月 2 日 （日）10 : 30-
京 都会 館
記 念祝賀 会 日 時
会 場




平成9 年1 1月 3 日 （月 ・文化の日）10: 00-
京都テルサホール
仮題「20世紀から新世紀へ」ァーマ
講 師 ユルゲン・ ハーパーマス （哲学者， 社会学者， 元マクス・ プランク研究 所長）
シドニー ブレンナー （分子生物学者，ケンブリッジ大学教 授）
記念シンポジウム 日 時 平成9 年1 1月 3 日 （月・文化の日）13 : 00～ 
会 場 京都テルサホール
テーマ 仮題「 20世紀から新世紀へ」一大学 の可能性一
パネリスト 利根川 進 （マサチューセッツ工科大学教 授 ， 本学客員教 授）
森嶋 通夫 （ロンドン大学名誉教 授）
居者中 平祐 （本学名誉教 授， 山口大学長）
藤i宰 令夫 （本学名誉教 授， 京都国立博物館長）
記 念音楽会 日 時 平成9 年1 1月 1 日 （土）18 : 00-
会 場 京都コンサートホール
演 奏 京都市交響楽団




日 時 平成9 年 10月18日 （土）14 : 00-
会 場 京都産業会館「シルクホーJレ」
テーマ 「知の最前線はいま」
なお， 上記の行事のほか，「 京都大学展」， 東京都， 名古屋市， 大阪市での「講演会」の開催， 「記念映 画」
の制作等を企画している。
創立百周年記念式典 ・ シンポジウム委員会委員長











て， 清水 章遺伝子実 験施設教授
（ヒト ・ ゲノム解析分野） が 3月
1日遺伝子実 験施設長に任命され
た。
任期は平成11年 2月28日までで 清水 章教捜
ある。
平成9年1月博士学位援与式
1月2 3日（木）午前10時 30分から， 京大会館にお




平成8 年11月の学位授与数は， 課程博士25名， 論








平成8 年11月 平成9 年 1月
研 1" 1占 科 課程 論文 言十 課程 論文 言十博士 博士 博士 博士
名 名 名 名 名 名
文 学 研 究 科 1 4 5 3 3 
教 育学研 究 科 7 7 
法 学 研 究 科 1 1 
経 済 学研 究 科 2 2 1 5 6 
理 学 研 究 科 5 1 6 3 4 7 
医 学 研 究 科 7 9 16 19 13 32 
薬 学 研 究 科 1 4 5 5 5 
工 学 研 究 科 6 12 18 2 24 26 
農 学 研 究 科 5 12 17 2 20 22 
人間 ・環境学研究科
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平成9年度入学者選抜学力試験の第1段階選抜状況
平成 9 年度入学者選抜学力試験の第 1段階選抜が行われ 2月12日（水）， 志願者に通知された。 学部別の
合格者数は次表のとおりである。
学
音日 募集人員 ｜ 志願者 数（倍率） 第 1 段 階 選 抜









前 期 ｜ no I 543 ( 4.9) I 530 : 4.8 
文 系 ｜ 55 I 27 4 ( 5. o) I 269 ! 4. 9 I （注1 )
理 系 ｜ 55 I 269 ( 4. 9) I 261 : 4. 7 I （注1 ) 
後 期 ｜ 20 I 420 (2i.o) I 327 : 16.4 I 約12.0倍
前 期 ｜ 190 I 651 ( 3.4) I 651 l 3.4 I 約3.5倍
後 期 ｜ 30 I 467 05.6) I 301 : lo.o I 約5.0倍
前 期 ｜ 40 I 194 ( 4. 9) I 192 : 4. s I 約3.5倍
後 期 ｜ 20 I 159 ( s. o) I 159 l s. o I 約5.0倍
前 期 ｜ 340 I 932 ( 2.9) I 981 : 2.9 I 約3.5倍
後 期 ｜ 60 I 684 oi.4) I 543 : 9.1 I 約8.0倍
前 期 ｜ 210 I 829 ( 3.9) I 768 l 3.7 I 「一 般1 160 I 518 ( 3.2) I 518 : 3.2 I 約3.5倍
論 文 ｜ 50 I 311 ( 6. 2) I 250 : 5. o I 約5.0倍
後 期 ｜ 30 I 491 06.4) I 400 l 13.3 I 約7.0倍
前 期 ｜ 294 I 1,035 ( 3.5) I 1,013 : 3.4 I （注1 ) 
後 期 ｜ 32 I 1. 153 (36. o) I 1, 135 : 35. 5 I （注2 )
前 期 ｜ 90 I 459 ( 5. 1) I 457 ! 5 .1 I 約4 . 0倍
後 期 ｜ lo I 308 (30.8) I 174 : 17 .4 I 約10.0倍
前 期 ｜ 7o I 190 ( 2. 7) I 190 : 2. 7 I 約3.5倍
後 期 ｜ lo I 156 (15.6) I 154 ! 15.4 I 約100倍
前 期 ｜ 940 I 2,470 ( 2.6) I 2,462 : 2.6 I 約3.0倍
後 期 ｜ llO I 1,415 (12.9) I 1,409 : 12.8 I 約12.0倍
前 期 ｜ 188 I 569 ( 3.o) I 566 ! 3.o 
後 期 ｜ 22 I 342 (15.5) I 340 : 15.5 
前 期 ｜ 85 I 193 ( 2.3) I 192 : 2.3 
後 期 ｜ 10 I n2 (11. 2) I 112 ! n. 2 
前 期 ｜ 232 I 587 ( 2. 5) I 586 : 2. 5 
後 期 ｜ 28 I 370 (13. 2) I 368 : 13 .1 
前 期 ｜ 126 I 332 ( 2.6) I 331 ! 2.6 
後 期 ｜ 14 I 172 (12.3) I 172 : 12.3 
前 期 ｜ 90 I 217 ( 2.4) I 216 : 2.4 
後 期 ｜ n I 136 02.4) I 135 ! 12.3 
前 期 ｜ 219 I 572 ( 2.6) I 571 : 2.6 
後 期 ｜ 25 I 283 (11. 3) I 282 : n. 3 
前 期 ｜ 252 I 764 ( 3.o) I 762 : 3.o I 約3.5倍
後 期 ｜ 63 I 329 (13.2) I 828 : 13.1 I 約10.0倍
2,921 I 14,199 ( 4.9) I 13,436 : 4.6 
前 期 I 2. 536 I 8. 117 ( 3. 2) I 8. 006 ! 3. 2 
後 期 ｜ 385 I 6,082 05.8) I 5,430 : 14.1 
（｛＿主1 ) 総合人間学部前期及び 理学部前期は，大学入試センター試験の5教科6科目の合計得点が800点満点中550点以上
の者 を第l段階選抜合格者 とする。
（注2 ) 理学部後期は， 大学入試センター試験の3教科3科目の合計得点が500点満点中300点以上 の者 を第l段階選抜合
格者 とする。
（備考）法学部（後期）と経済学部（後期）には， 外国学校出身者 のための選考試験の募集人員20 名以内と10 名以内， 志
願者 数60 名と25 名， 第1段階選抜合格者 数（第l次選考 合格者 数）43 名と18 名が含まれている。
総合人 間学部
文 学 部
教 育 学 部
法 学 部






建 築 学 科
物 理工学科
電気電子工学科










事務局長ほか 6 名の委員において審査の結果， 数
理解析研究所の応募した「定時退庁 明日も元気に
さわやか公務 」が優秀作に， 総合人間学部の応募し
た「定時退庁， ゆとりの心， みんなの輪 」が佳作に
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第2回医学教育ワークショップ（KUROME-2）開催
平成8 年12月27日（金）と28日（土）の 2 日間，
都ホテルにおいて第 2 回 京都大学医学教育ワーク
ショップ（K yoto U niv er sit y  R et reat on Medical E du­





員教授， 浜松医科大学植村研一教授， 日 本医科大学
岩崎 柴教授， 日 本赤十字社武蔵野短期大学畑尾正
彦教授， 川崎医科大学総合臨床医学伴 信太郎助教
授の 5氏が迎えられた。







された。 また， 第 一 日目の夕刻には， 伴 信太郎助
教授によって， 標準模擬患者（Standardiz ed Pat ient: 
189 
SP）の 実 演， OSCE (Objectiv e Stru ctur ed Clinical 

















章 （I’Ordre Nat i onal du 
Me rite） シュヴァリエ 章が授
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－R一一 串 平 一一 ・・恥’一一 － 言 回 一
佐川弥之助 名誉教授
本学名誉教授 佐川弥之助先生









5 7年 6月まで結核胸部疾患研究所 附属病院長， 同年
6月から同61年 3 月まで結核胸部疾患研究所長とし
て大学の管理運営に貢献された。
本学退官後は， 昭和61年 4月から平成 9 年 1月ま
で財団法人豊郷病院長（滋賀県）を務められた。
先生は， 種々の 新しい肺 機能検査の方法を用いて
手術症例の術前術後の肺 機能や手術合併症発生頻度
の研究など， 肺手術を中心とした術前検査としての
肺 機能検査の体系化を行った。 また， 四日市哨息に
ついて， 肺 機能による呼吸障害の定量的評価を行う


































また， 日本 機械学会， 精密工学会， 日本材料学
会， 日本トライボロジー学会， 腐食防食協会などに


















研究 業績を残され， その発展に寄与され， 特にライ
ソゾームの研究においては多大の貢献をされた。 主







された。 昭和60 年停年により退官され， 京都大学名
誉教授の称号を受けられた。 この間， 昭和59年4月
から同60 年 3 月まで医用高分子研究センタ一長とし
て， 大学の管理運営に貢献された。





縄 田 栄 治
199 5年4 月半ばから翌 年 1月半ばまでの約9 ヶ
月， 文部省在外研究員としてタイの首都バンコクに
滞在した。 調査等のため， タイにはほぼ毎年来てお
り， 長期滞在も今 回で 3 度目になる。 ただ， 前 2 回
がバンコクの西方約80kmに位置するカセサート大学
192 
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な編・著書に『 新酵素組織化学』『組織学』， irEJec ”
tr on Micr oscopic Cy toc he mistry  and Immu n ocyt oc he ­
mis try in Bi omedicine .JI等がある。
また， 組織細胞化学会， 電子顕微鏡学会， 解剖学












また， 高分子学会， 日本バイオマテ リアル学会な
どにおいて， 会長， 理事， 支部長などの要職を歴任
された。 さらに国際学会においても， IUPAC 高分
子国際シンポジウムをはじめ多数の国際シンポジウ

















学校は 8 時半始 業であったが， 非渋滞時には10分と
かからない位置に住んで、いるにもかかわらず， 毎朝
スクールパスが迎えに来る時間は 7 時10分である。









































だった。 しかし， この 12年間に洪水からバンコク市
内を守る 技術は進んだようで， 前回のようにスクム
ヴイット地区の道路が水につかるということはな



















在する古利， 種々の熱帯樹木 ・ 果樹， 雑多な人で満
ちた市場， 世界に冠たるタイ料理， そして何よりも



























る人は 6' 7 人しかな かっ た。 私 は 細 胞 核 中 の
DNA の定量や生合成についての仕事から始めた。
大学院l年目の成果を第17回日本植物学会（昭27 ,
東 京）で発表したが， 145 講演中， DNAに関する発
表は私らの講演の みという低 調さであった。 昭和28
年， ワットソンらによるDNAの 2 重らせん分子構
造が発表されるや， 学会の様相は一変した。 丁度放





























の大生化学者 M iescherによる（1869）。 丁度発見
100周年の時期になったのと， 核外（葉緑体）DNA 
の発 見を記念して， 国際細胞共生学会（本部， ドイ
ツ， Tubin gen 大学） で「Mie scher-Ishida P ri ze」授
賞制度の創設の話が持ち上り， Mie scherと並んで
私の冠名の了解を求めて来た。 私はあまりにも恐れ
多い話であるので辞退したのであるが， Oxfo rd 大





トン大学のDr. Ma r guli sが受賞した。
京都大学のー教授の冠名の国際授賞制度が制定さ





お返しと思い， また 京都大学の栄誉に帰す べきもの
と 考えて大学（百年史編集史料室） へ寄贈しておい
た。 いま 京都大学は創立100周年を迎えようとして
いる。 これを一つの 機会として， 大学の栄 光のため
にも， あえてこのメモを寄せることにした。
（いしだ まさひろ， 元原子炉実験所教授 平成2
年退官 専門は細胞学， 分子遺伝学）
京大広報








語っていた。 岡高速道路や私鉄， J Rなどが寸断さ
れる中， 国道 2号線， 42号線などの道路に， 避難す
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このインターネットの発想は21 世紀が地 方分権の








だろうかと思う。 翻って， 大学に目を向けて みる






していくためには， 大学院のカ リキュラム， 学位授
与の仕組 み等について， 教官一人一人の発想の転換
が求められているような気がする昨 今である。
（ささき よし ゆき 農学部教授）
京大広報




前及び事後指導の 1単位を含め， 3単位必ず修得しなければならないものである。 本学では， 事前指導とし
て， 例 年， 5 月中旬にまず教育実習オリエンテー ションを 2 日間実施し， 教育実習一般， 民族教育， 障害者教
育， 同和教育について議義を行い， さらに各教科別に具体的な指導を行っている。 附属学校を持たない 本学と
しては， 教育実習は原則として履修希望者の出身学校（高等学校， 中学校のいずれでも可）の協力を得て， た
だし， 出身学校で承諾を得られない場合には 京都市立学校の協力を得て実施している。 実習期間は 5 月中旬か




減等の影響により昭和5 0-60年代に比して減少傾向にあったが， 平成6 年度から多少波があるものの増加傾向
にある。 参 考までに， 平成3 年度から 7 年度までの実習終了者数と国公私立学校に就職した人数を掲げてお
く。
なお， 平成8 年度の教育実習は， 32都道府県の各国公私立高等学校96校， 中学校31校， 養護学校 3 校の協力
を得て実施された。
1. 学部別の履修状況
寸，.，，ー.， 音日 研 '5-" し 科
区 分 言十
総合人間 文 教 法 経 理 薬 工 農 人間・環境
参加申込者 (7）〔1〕 (1) (3) (6）〔1〕 (5) (1) (23）〔2〕18 56 34 4 3 43 5 26 19 208 
取り止めた者 6 9 1 2 1 3 3 25 
実習終了者 (7）〔1〕 (1) (3) (6）〔1〕 (5) (1) (23）〔2〕12 47 33 4 1 42 5 23 16 183 
（注） 枠内の（ ）は大学院生数，〔 〕は科目等履修生数でいずれも内数。
2. 実習を行った学校
寸ぷuー． 音日 研 究 科
区 分 計
総合人間 文 教 j去 経 理 薬 工 E虚圭飽 人間・環境
京都市立中・高校 2 1 1 4 




都 市 立学 校
者習終 了 5 1 1 7 
出身 中・高校等 18 56 29 4 3 42 5 26 18 201 
取り止めた者 6 9 1 2 1 3 3 25 
出身 中・高校等 12 47 28 4 1 41 5 23 15 176 実 習終 了 者
196 
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したものであり， また， 出演者については， 全て本
研究所の職員で行ったため， 患者さんにとっては身
近に顔 見知りの人が出演しているので好評を博して




与えていると好評を得ている。 また， これまで 新規
患者の入院時に， 看護婦が時聞をかけて説 明してい
たのが， まず入院時家族の人と一緒に 「入院案内 ピ















本学職員19名は， 1月31日（金）' 2月 1 日（土）
の両日ロ シアのタンカ一重油流出事故により重油が
漂着した国立若狭湾少年自然、の家周辺の海岸で， ボ
ランティアとして重油田収作 業に参加した。
